
Japanese Society of Radiological Technology (JSRT)

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　of 　Radiologioal 　Teohnology 　（JSRT ｝

墨 ＿L − 一一一一一一一
2000年 4 月

＄鱗 盥管カテ
ー

テル 検豐 磯における漁管径講灘 寛法 の 違い によ9 影響

天理 よ ろづ 相 談所　放射線 部　○林　秀隆，西岡宏之，竹内　康，奥 田孝直 ， 中盛 久 満

　　　　　　　　　　　　　　　　 多田勝紀，錦　成郎，松尾 幸
一．一，佐藤紘市

1目的 ・

　 現在 の 血 管カ テ
ー

テ ル 検査 にお い て IVRの 比 重 は 高 く，こ れ に伴 い バ ル ・．一ン や ス テ ン トサ イズ を決定 す る ため ，迅 速 かつ 正 確に rf［L

管径 を計測 す る こ と が求め られ て い る．

　当院 で は，主 に 血管撮影装 置内蔵 の ソ フ トを用 い て 血 管 径 を計測 して い る が，一．一部 の 装置 は，拡 大率の 補 正 に カテ
ー

テ ル な ど，既知

の 数値 を 用い る よ う な キ ャ リ ブ レ
ー．

シ ョ ン を使 用せ ず，幾 何学的 な位 i崖関係 の み か ら計簣 す る ソ フ トを 採 用 して い る．

　今 圓我々 は，血 管径計測時 に キャ リ ブ レ ーシ ョ ン を行 っ た場合 と，幾何 学的な 補正 を行 っ た場 合 に つ い て ，そ の 1汁測方法の 違 い か ら

生 じる 誤差 因子 を検討 し た の で 報告 す る、

【解析 ソ フ ト】

Siemens　Angiostar　Plus付属 ソ フ ト （以下，　 Arigiostar）；血 管壁の 検 出 に 2次微分，幾何学的な 位 置関係 の み か ら拡 大率 を補 正

Siemens　Hieor付属 ソ フ ト （以下，1｛icor）：血管 肇の 検 出に は ユ次微分 ， カ テ
ー

テ ル キ ャ リブ レ
ー

シ ョ ン に よ る拡大 率を補止

〔方法 】

実験は 各装置で 小焦点 を利用 し ，最小 1．1．lj一イ ズ に おい て 1 ヒ
．
クセ ル が 0，08  とな る よ うな 幾何学 的な 配 置で血 管 フ ァ ン トム を撮影

し，次 の 7 項 目に つ い て 検 討 した．
1 ．各難 の 計測方法の 違 い ，　 　 　 5 ．　 1．L サ イズ ，　 　 　 　 　

5

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　量
2 ．管球焦点 サ イズ，　　　　　　　　　 6 ．1．1．の 歪 み ，　　　　　　　　　　 54
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紅糸吉果お よび考察 〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゼ　2
　　　 　　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　　 　　　 　

Ω

　　　 　　十　　　Anglostar
1 ．2種類の 異な る解析装 置を用 い 計測 し た場合の 結果 は，Hicorが ， ほぼ真値 に近 い 値

　　が 計測で き たの に 対 し，Angiostarで は真 f直よ り約 10 ％低い 値 とな 一
⊃ た．〔図 1 〕

　　こ の 原 因 と して Hicorは，カテ ーテ ル キ ャ リ ブ レ ーシ ョ ン を行 うた め
， 壁 の 検出誤差

　 　もfr多止 で きて い るが．　Angiostarは幾 何学 的 な 補正 の み の た め，壁 の 検出誤差 を含ん

　 　で い る こ と に よ る と考え る．確認 の た め Angios七ar にお け る 壁 検出を シ ミュ レーシ ョ

　　ン した結 果 は，血 管径が太 くな るほ ど、壁の 検出が 内側 に シ フ トす る 割合が 大 き くな

　 　る こ と が 分か り，計測値が 小 さ くな る原因 を 現 して い る もの と推 測す る、

2 ．管球の 焦点サ イズ に よ る影響 は，Angiostar，　Hie。r と もほ とん ど な く，
3 ．撮像管 に 入 射す る光量 の 違い に よ る影響 は な か っ た．
4 ．幾何学的な 影響 を錐 認する た め，

　実際 に 血 管を精度 よく言i．測す る には ， 日的th1
管 やキャ リブ レー一シ ョ ン に 堋 い る カテ

ー
テ ル を

回 転 中心 に な る よ う な 撮影 ポ ジ シ ョ ン を行 い，
で きる 限 り小 さ い 1．1．サ イズ で，濃 い 造 影 剤 が

流 れ て い る 閤の 画像 を利 用 して 計測を 行 う こ と

が 肝 心 で あ る．

　なお，幾何学的な 計算の み で 拡 大率補止 を行

う場合 に は，約 10 ％細 く計測さ れ る 点 と，目

的 1自1管 の 高 さ が 1司転 中心 か ら 2Cin離れ る 毎 に

約 3 ％誤 差 を1．
［
．
三じる こ と に注 意す る必 要が あ る

と 考え る ．
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　 　 2 種類 の異 な る解析 装置 で フ ァ ン ト

ム を 回転中心 に置 い て 撮影 した場合 の 結呆

半影 に よる誤差 はな い と考え る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　Angiostar，　Ilicor共 に ほ ぼ拡大 率の 変化 に伴 う誤差 を生 じ た．また Hicorで は，キ ャ リ ブ レ
ー

　　シ ョ ン を血管 と同 じ高 さ で 行 っ た場 合 に の み 真 値 に 近 い 計測結果 を得 る こ と が で きた．

5 ．LI ．サ イズ の 違 い に よ る 影響 は，　An郎 os しar ，　Hic。r 共 に 1．L サ イズ の 小さ い 方が精 度 よ く計 測で きたが ，サ イ ズ が 大 き くな る と

　 Angiostarで は細 い 血 管 を太 く，Hic〔】r で は 太 い 血 管 を細 く計測 した、〔図 2 〕こ れは 1．1．サ イ ズ が 大き くな るに 伴 っ て ［f［⊥管 や カテ

　　
ー

テ ル に対 す る ピ ク セル 数 が 少 な くな る が ，微分 フ ．イル タ形状 は 変化 しない こ とに よ っ て 生 じ た誤 差 で あ る と 考 え る ．

　 確認の た め sHieor にお け る 壁 検出の シ ミュ レ
ー

シ ョ ン を行 っ た結 果，5inch に対 して 9　inchで は 実際 の カ テ
ー

テ ル 径 よ り壁 閥距

　　離を 大 き く検出 した た め，血 管径 は実際よ り細い 値 と し て 計算 され た と考え る．

6 ．工。L の 歪 みに よ る影響 は，辺縁部 で実 際 よ り太 く計測す る 結果 とな り注慧が必 要で あ る。
7 、血 管 フ ァ ン トム 内の 造影剤 濃度 を変化 した場合 は，Angiostar

，
　 Hicorともに，計測血管の 造影剤濃度 に よ る 影響 は な か っ た．
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